資料２
現場における基本的確認事項（現場用再掲）
近年の工事事故発生状況と、事故の背景には現場作業員の慣れによる基本的作業の欠落や、監督職員の若年化による経験不足などが顕著化しているという組織力向上ＷＧでの議論を踏まえ、現場監督の際に確認すべき基本的事項を下記のとおり整理した。
特に現場経験の少ない監督職員は、現場監督として臨場のたびに下記の事項を必ず確認願いたい。
　工種、工程ごとの個別具体な安全点検項目などは別に定める「安全点検チェックリスト」等を活用すること。

印刷のうえ野帳に貼り付ける等して活用して下さい。
現場における基本的確認事項


工事名等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・現場監督として臨場のたびに下記の事項を必ず確認すること。
	確認日
	／
	／
	／
	／
	／
	／

	①
	
	
	
	
	
	

	②
	
	
	
	
	
	

	③
	
	
	
	
	
	

	④
	
	
	
	
	
	

	⑤
	
	
	
	
	
	

	⑥
	
	
	
	
	
	

	⑦
	
	
	
	
	
	

	⑧
	
	
	
	
	
	


・工種、工程ごとの個別具体な安全点検項目などは別に定める
「安全点検チェックリスト」等を活用すること。

①　監督職員と現場、また現場内で適切なコミュニケーションが
取られているか。
②　現場掲示物の内容は適切か。
（ＫＹ活動の実施状況等も確認）
③　各種作業において、指差呼称や声かけを行い確認しているか。
（意識レベルを上げる・確認の精度を向上させる）
④　基本作業手順を徹底し、必要な作業を省いていないか。
（慣れによる油断の排除）
⑤　架空線、地下埋設物等の事前調査・関係者の立会い、防護、
明示、試掘による確認や埋設物近傍の手掘り作業等を徹底
しているか。
（台帳図面に記載のない個人給水管等にも注意）
	確認日
	／
	／
	／
	／
	／
	／

	①
	
	
	
	
	
	

	②
	
	
	
	
	
	

	③
	
	
	
	
	
	

	④
	
	
	
	
	
	

	⑤
	
	
	
	
	
	

	⑥
	
	
	
	
	
	

	⑦
	
	
	
	
	
	

	⑧
	
	
	
	
	
	


⑥　工事看板や安全施設は一般通行者の視点に立ち、視認性等に
配慮しているか。
（自転車や障害者の視点も含め、夜間視認性にも注意）
⑦　重機の稼働範囲内に立ち入って作業を行っていないか。
（重機稼働範囲との分離、重機誘導員の配置）
⑧　随時、作業員等の体調に注意を払い作業が実施されているか。
[bookmark: _GoBack]（熱中症・感染症対策）
監督職員として大切な３つの目『虫の目、鳥の目、魚の目』を持とう！
虫の目：些細なこと（もの）を見逃さない目
鳥の目：全体を俯瞰する目
魚の目：現場作業の流れを読む目





ハインリッヒの法則（Heinrich's law）　　　　　１：２９：３００
・労働災害における経験則の一つ。
・１件の重大事故の裏には、29件の軽微な事故、そして300件の
小さなミスや異常（ヒヤリ・ハット事例）があるとされています。
・事故防止のためには、小さなミスや異常をおろそかにせず、
ヒヤリ・ハットの段階で危険の芽を摘んでおくことが重要です。











150×80mm（A4印刷）




